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論文及び審査結果の要旨 

 申請者は、多雪環境に対する耐性が特異的に強い「オオシラビソ」という生態系の「基盤種」

の存在が局所的な生態系プロセスの維持へ如何に貢献し得るのかを、野外調査をもとに明らかに

した。 
第 1 章では、標高の高い山岳地域において、微地形および環境条件の不均質性と、生物の生息

地の分断化について検討した。気候変動下でこのような脆弱な生態系の維持するメカニズムと、

様々な生物種の存在や生態系の機能（炭素蓄積や養分循環など）の基盤である「基盤種」の重要

性も検討した。 
第 2 章では、「基盤種」として存在するオオシラビソが、どのように特異的な環境条件の中で

生存し得るのかを、形態・生理・遺伝的な特性から評価した。分子生態学の手法を導入して、オ

オシラビソ集団間の遺伝子流動パターンを検討する上で、オオシラビソのメタ個体群の構造を解

明した。 
第 3 章では、異なる環境下に生育するオオシラビソ集団間で、土壌養分の利用パターンが異な

ることを示した。種内の機能的変異は、植物と土壌の相互作用により維持される物質循環プロセ

スをどのように改変するのかについて、野外実験により定量的な評価を行った。 
第 4 章では、オオシラビソの種内変異と生態系プロセスの維持への貢献の研究に基づいて、個

体及び集団レベルから生態系レベルまで、個体群生態と生態系生態学知識を統合するうえで、生

態学的なパターンとプロセスを理解するためのフレームワークを提案した。このフレームワーク

により、個体及び集団レベルの詳細を重視し、生態系機能を維持できるメカニズムの理解を充実

するため、間接的な遺伝的効果とフィードバック効果を強調した。 
第 5 章では、以上の結果をふまえた総合考察を行った。 
これらの研究成果により、世界的にも稀な豪雪地帯における生態系の維持機構の解明に貢献し

た。このような基礎的知見は、気候変動に伴う今後の生態系の応答を知る上でも重要な情報であ

る。 
以上から、博士論文として十分な内容を有していると判定した。 
 

注 論文及び審査結果の要旨欄に不足が生じる場合には、同欄の様式に準じ裏面又は別紙によること。 

 


